
田坂 郁夫教授　退職記念号

■論文
　領土紛争における地図の証拠能力（1）―韓国側の研究を事例として―
　　�  舩杉　力修　　1
　〔欧文〕比較研究の可能性：存在論的転回批判として
　　�  福井栄二郎 　25
　自分の行動を他者が決定することに対する判断の発達的検討
　　�  村瀬　俊樹・増田　早希 　45
　オランダの地域包括ケアシステムと日本への示唆
　　―現地調査から見る「市民参加型の福祉」への転換― �  宮本　恭子 　59

■翻訳
　清川江以南地域における無文土器時代墳墓の出現について
　　�  裵　　眞晟（訳：平郡達哉） 　75

■投稿規定・執筆要領 � 　 93

■論文（縦組）
　本居宣長・小篠敏ネットワークのなかの『出雲風土記抄』 �  大日方克己　　1

■研究ノート（縦組）
　江西省歴史調査報告―宋代古墓を中心として（吉安・撫州篇）―
　　�  佐々木　愛・大澤　正昭・　　　　　 　　
� 石川　重雄・戸田　裕司・小川　快之 　21

社
　
会
　
文
　
化
　
論
　
集
　
　 

第
十
四
号

島
根
大
学
法
文
学
部

Journal of Socio-Cultural Studies
Memoirs of Faculty of Law and Literature, Shimane University

On the Occasion of the Retirement of Professor
IKUO TASAKA

■Articles
　Admissible�Evidence�of�Maps�in�Territorial�Disputes�（1）:��
　As�a�Case�Study�by�the�Korean�Side �  Rikinobu�FUNASUGI　　1
　Possibilities�of�Comparative�Studies:�A�Critique�of�the�Ontological�Turn
　　�  Eijiro�FUKUI　 25
　How�children�and�adolescents�think�about�group-decision�and�
　teacher-decision�on�their�own�behaviors?
　　�  Toshiki�MURASE,�Saki�MASUDA 　45
　Integrated�Community�Care�System�in�the�Netherland�and�
　Implications�for�Japan �  Kyoko�MIYAMOTO 　59

■Translation
　The�Emaergence�of�Grave�in�south�of�the�Ch`ongch`�on�River
　　�  Bae,�Jing-sung（Translation�by�Tatsuya�HIRAGORI） 　75

■Article（printed�lengthwise）
　“Izumo-Fudoki-�shou”�in�the�network�of�Motoori�Norinaga�and�Ozasa�Minu
　　�  Katsumi�OBINATA　　1

■Research�Note（printed�lengthwise）
　Family,�Gender�and�Honor:�Historical�research�of�tombs�in�
　Jiangxi�area,�Song�dynasty,�China
　　�  Megumi�SASAKI,�Masaaki�OSAWA,�　　　　　　　 　
� Shigeo�ISHIKAWA,�Yuji�TODA,�Yoshiyuki�OGAWA 　21

社会文化論集
島根大学法文学部紀要　社会文化学科編

島根大学法文学部

第 14 号� 2018No.14� 2018

ISSN　1880－2184

Faculty�of�Law�and�Literature,�Shimane�University



2018 年 3 月

〔主な経歴〕
1952 年 7 月　愛媛県に生まれる
1971 年 3 月　愛媛県立今治西高等学校卒業
1976 年 3 月　東北大学理学部（地学科地理学）　卒業
1978 年 3 月　東北大学大学院理学研究科博士前期課程（地学専攻地理学）　修了
1984 年 3 月　東北大学大学院理学研究科博士後期課程（地学専攻地理学）　単位取得満期退学
1984 年 4 月　日本学術振興会　奨励研究員
1985 年 3 月　理学博士の学位取得（東北大学理博第 927 号）
1985 年 10 月　日本学術振興会　特別研究員
1987 年 4 月　福井工業大学工学部　講師
1997 年 4 月　島根大学法文学部　教授
2018 年 3 月　　　同　　　　　　退職

〔島根大学での主な役職〕
法文学部学部長
島根大学評議員
法文学部学生委員長
島根大学生涯学習教育研究センター長

田坂　郁夫教授



社会文化論集　第 14 号

〔主な業績〕
台湾低気圧と本邦の降水分布．東北地理，29，101－108，1977 年．
冬季の低気圧通過に伴う日本の降水分布について．地理学評論，53，18－28，1980 年．
時間スケールの違いによる降水分布特性の差異－台風 7617 号による四国の大雨を事例として－．

地理学評論，54，570－578，1981 年．
Some Features of Synoptic Conditions During the Passage of Lows. Sci. Rep. Tohoku Univ., 7th 

Series（Geography）, 34, 26－40, 1984.
『教養のための地理学トピックス』（共著）．大明堂，1987 年（「地理学トピック 60 題」に改訂，

1991 年）．
冬季降水量変動の地域性について．地理学評論，61，485－495，1988．
都市キャニオン内における気温分布及び空気循環の観測（共著）．地理学評論，61，541－559，

1988．
北陸地方の最大積雪深の周期性．福井工業大学研究紀要，第 21 号，223－229，1991 年．
福井市中心市街地における駐車場分布の検討．福井工業大学研究紀要，第 23 号，201－208，1993 年．
福井市の都市気温観測．自然と社会，第 59 号，1－6，1993 年．
ニューラルネットワークによる積雪シミュレーション（その 1：パーソナルコンピュータによる

試行．福井工業大学研究紀要，第 26 号，149－155，1996 年．
中四国地方の水収支－1994 年の渇水を中心として－．島根地理学会誌，第 35 号，1－10，2001 年．
中国地方における季節区分の再検討．社会システム論集，第 6 号，79－84，2001 年．

『日本の地誌９　中国・四国』（共著）．朝倉書店，2005 年．
短時間強雨の発現に関する一考察．島根地理学会誌，第 40 号，1－11，2006 年．
中国・四国地方における短時間強雨の発現について．社会文化論集，第 4 号，41－51，2007 年．
県内気象台データでみる地球温暖化．島根地理学会誌，第 42 号，37－43，2008 年．
中国・寧夏地方の気候．島根地理学会誌，第 43 号，12－17，2009 年．
九州地方における短時間強雨の発現について．社会文化論集，第 7 号，121－132，2011 年．
日本における短時間強雨の発現について．社会文化論集，第 9 号，15－29，2013 年．
平成 25 年 7 月山口・島根豪雨に伴って発生した地すべりの事例．地すべり，51，66－69，2014 年．

『斐伊川百科　フィールドで学ぶ』（共著）．今井書店，2015 年．
『松江市史　通史編Ⅰ　自然環境・原始・古代』（共著）．松江市，2015 年．
日本における短時間強雨の推移．森林技術，第 874 号，8－11，2015 年．
山陰地域の気象災害データベースと島根県に関する2，3の分析．社会文化論集，12，43－50，2016年．



　　　　　　　 ＜執筆者紹介＞

舩　杉　力　修　　（社会文化学科　地理学）

福　井　栄二郎　　（社会文化学科　文化人類学）

村　瀬　俊　樹　　（人間科学部　心理学）

増　田　早　希　　（法文学部卒業生〔新潟県庁（現職）〕）

宮　本　恭　子　　（法経学科　福祉経済論）

裵　　　眞　晟　　（韓国国立釜山大学校考古学科　考古学）

平　郡　達　哉　　（社会文化学科　考古学）

大日方　克　己　　（社会文化学科　日本史学）

佐々木　　　愛　　（社会文化学科　東洋史学）

大　澤　正　昭　　（公益財団法人　東洋文庫　東洋史学）

石　川　重　雄　　（公益財団法人　東洋文庫　東洋史学）

戸　田　裕　司　　（常葉大学外国語学部　東洋史学）

小　川　快　之　　（国士舘大学文学部　東洋史学）

2018 年 3 月 16 日印刷
2018 年 3 月 20 日発行

発行者　　島根大学法文学部社会文化学科
　　　　　〒690―8504　松江市西川津町 1060
　　　　　　　　　 TEL（0852）32―6113
　　　　　社会文化論集編集委員会
　　　　　　岩　本　　　崇
　　　　　　菊　池　慶　之

印刷所　　（株）報　光　社
　　　　　〒691―0001　島根県出雲市平田町 993



932018 年 3 月

２０１２年９月２６日制定

『社会文化論集』投稿規定

１．社会文化論集について
（１）社会文化学科紀要委員会（以下「紀要委員会」と略称する）は，島根大学法文学部社会文化
学科の紀要として『社会文化論集』（以下「本誌」と略称する）を編集刊行する。

（２）本誌は，原則として，年１回発行するものとし，発行の都度，社会文化学科等の教員および
関連する大学等機関に配布する。

２．掲載原稿の内容
（１）本誌に掲載する論文等の種類は，以下のとおりとする。
論 文：著者自身のオリジナルな研究成果をまとめたもの。

研究ノート：試行的または研究の中間過程の内容のもの。

資 料 紹 介：研究の遂行上有用な資料の内容紹介を目的としたもの。

翻 訳：国外の優れた研究内容を紹介したもの。

書 評：単行本または論文の内容の紹介および批評。

そ の 他：紀要委員会が必要と認めるもの。

（２）論文等の原稿は，和文のほか，欧文によるものも認める。

３．投稿資格
（１）本誌に掲載する論文等の原稿執筆者は社会文化学科，法経学科経済学分野の教員等に限るも
のとするが，紀要委員会は，必要に応じ，これ以外にも原稿執筆を依頼することができる。ま
た，教員以外との共同執筆を認める。

（２）卒業生，人文社会科学研究科大学院生（修了者を含む）が単独で執筆する場合は，推薦者（指
導教員もしくは社会文化学科の教員）を通じて投稿したものを認める。

４．著作権
（１）本誌に掲載する論文等の内容は，すべて未発表のものでなければならない。ただし，研究報
告会等において，口頭により発表されたものは，未発表のものとみなす。

（２）本誌掲載論文等を自己の著作へ転載する場合は，事前に紀要委員会に許可を得ること。
（３）図表を他の著作物から引用する場合，必要な場合，著作権所有者から使用許可を得，使用許
可を得た場合，そのことを明記すること。

（４）本誌に関する一切の権利は，社会文化学科に属する。
（５）掲載論文は，原則として島根大学がデータベース化し，インターネットを介して学内外に公
開する。公開・データベース化の諾否について，執筆申込み時に確認する。

５．原稿の提出とその後の処理
（１）原稿の執筆に当たっては，「『社会文化論集』原稿執筆要領」によるものとする。
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（２）原稿の提出に当たっては，原稿および別に定める執筆申込用紙を電子ファイルおよび印刷体
でそれぞれ１部ずつ紀要委員会へ送付するものとする。紀要委員会の指示に基づいて修正し，
再提出する場合も同様とする。

（３）寄稿された論文等を本誌に掲載する際に，字句や図表の体裁等を紀要委員会が整える場合が
ある。

（４）原稿の投稿は，以下の日程による。
執筆申込用紙提出：９月末日

原 稿 提 出 〆 切：１月１０日

刊 行：３月（発行日）

６．校正
執筆者校正は初校時のみおこなう。校正段階での加筆は，原則として認めない。速やかに校正

をおこない，紀要委員会へ再提出する。

７．別刷等
執筆者が別刷を希望する場合，執筆申込用紙提出の際に申し込むこと。５０部まで無料とし、そ

れ以上は自己負担とする。連名の場合も原則として準ずる。本誌の掲載原稿に対する原稿料の支
払いは，おこなわない。

８． 執筆申込用紙について
以下のように記入のこと。

（１）提出年月日
（２）原稿の種類（論文，研究ノート，資料紹介，翻訳，書評，その他）
（３）投稿者種別（教職員，大学院生，その他）
（４）日本語 ［漢字（またはカナ）］による執筆者氏名・所属

英語（ローマ字）による執筆者氏名・所属
（５）和文題名 欧文題名
（６）使用言語と書式（日本語，英語，その他），（縦書き・横書き）
（７）原稿中の摘要の有無，要旨の有無
（８）原稿の量：
�刷上り頁数
�図数，表数，写真数

（９）連絡先（初校送付先）：住所（学外者），Emailアドレス，電話番号（宅配便用，学内者は内
線）

（１０）推薦者（卒業生，大学院生・大学院修了生のみ）
（１１）投稿原稿（本文，図，表，写真）の電子ファイルの種類および簡単な説明（Word,Text,PDF）
など。

（１２）データベース化・公開の諾否
（１３）その他・備考（印刷上の希望など）
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『社会文化論集』原稿執筆要領

１．原稿の長さ（枚数）
原稿量の限度は，図及び表を含め刷上り２０頁程度とする。摘要，要旨がある場合，これを含む。
超過がやむを得ないと紀要委員会が認めたときは，紀要制作費のページあたり単価に基づき，超
過分の費用を執筆者が負担する。

２．版 面
判型は B５版，本文は１０ポイントで，横組みの場合２０字×３７行の二段組み，縦組みの場合２４

字×３１行の二段組みである。挿図は，１頁大の場合，縦２１６mm×横１４０mm（表題を含む）。左右
半頁の場合，縦２１６mm×横６５mm（表題を含む）。

３．論文題名と執筆者
（１）論文等の題名は，なるべく簡略にし，印刷した場合に２行にならないように配慮すること。
副題も，なるべく１行に収まるようにすること。

（２）和文の原稿においては，欧文題名およびローマ字表記氏名を，欧文の原稿においては，和文
題名および氏名を，かならず併記する。

４．論文摘要，要旨，キーワード
（１）和文の場合には，和文摘要または要旨４００字程度と欧文要旨１頁以内を，また，欧文の場合に
は，欧文摘要または要旨２００単語程度と和文要旨１頁以内を添えるのが望ましい。

（２）摘要または要旨の末尾に，原稿の内容を表わす和文および欧文のキーワードを各５語以内で
記載することが望ましい。

５．原稿の提出
（１）文章は原則として常用漢字，現代かなづかい，算用数字を使用し，平明な表現を用いること。
（２）文字原稿は，テキスト形式あるいはワープロソフト（Microsoft Word等）で作成し，図表・
写真等についても原則として電子媒体で提出すること。図や写真は白黒印刷で印刷可能な質に
仕上げること。

（３）提出原稿はできるだけ１つのファイルで以下の順でまとめること。ただし，表，図はまとめ
て１つの別ファイルにしてもよい。
摘要，要旨，本文，付論，注，引用文献，キーワード，表，図

（４）図や表，写真には，それぞれの通し番号を付して表題（キャプション）を付ける。また，必
ず「出所」または「資料」を明記する。通し番号を付した表題（キャプション）についてもテ
キスト形式あるいはワープロソフト（Microsoft Word等）で作成した一覧を提出すること。
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（５）打ち出し原稿の提出上の注意
・打ち出した原稿本文には頁を振ること。
・図や表は，本文には含めず，一括してまとめて本文の後に置く。それぞれ１頁に１つずつ配置
すること。

・本文中には，図表番号を赤字で右側欄外に注記して挿入箇所を明示する。また，本文と図表
のレイアウト見本を作成し添付すること。

６．本文中の見出し
階層がわかり易く明示されるように作成すること。
例） はじめに（大見出し）

１（大見出し）
１－１（中見出し）
１－１－１（小見出し）…

７．注，引用文献
・「注」と「引用文献」は，本文の末尾にそれぞれ分けて記載する。
・「注」には，（１），（２）…のような一連番号を付する。本文中における，「注」を付す場所には，
（ ）内に数字を入れ，右上付き文字で示す。
・「引用文献」は，著者，刊行年，論文題名，掲載誌名，巻，号，掲載頁，発行者を明記する。
本文中における「引用文献」の表記は，（ ）内に著者名字と発行年を記入し，引用箇所が明
確な場合はその頁数を記入する。

８．原稿の提出先
島根大学法文学部社会文化学科
〒６９０－８５０４ 島根県松江市西川津町１０６０
社会文化学科紀要委員会

※欧文の原稿についても，上記の要領に準ずる。
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